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京
都
府
北
部
に
お
け
る
古
墳
と
い
え
ば
、
梅
原
末
治
博
士
に
よ
っ
て
報
告

さ
れ
た
蛭
子
膚
古
墳
・
作
り
山
古
墳
・
産
土
山
古
墳
、
あ
る
い
は
樋
口
隆
康

博
士
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
網
野
岡
古
墳
・
桃
谷
古
墳
な
ど
あ
る
が
、
学
術

調
査
を
経
た
も
の
が
南
部
の
山
城
地
区
に
比
し
て
少
い
の
は
、
こ
の
地
方
の

開
発
が
遅
れ
た
為
に
遺
跡
の
破
壊
さ
れ
る
事
が
少
な
か
っ
た
事
も
与
っ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
開
発
の
手
は
こ
の
地
方
の
山
間
の
小
盆
地
や

裏
日
本
の
海
辺
に
も
遼
っ
て
お
り
、
こ
の
数
年
間
に
ブ
ル
ヂ
ー
ザ
ー
の
牙
の

下
に
消
え
去
っ
た
遣
跡
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
掲
げ
る

五
遺
跡
の
発
掘
は
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
破
壊
さ
れ
て
行
く
諸
遺
跡
に
対
し
て

京
都
府
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
事
前
調
査
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
結
果
、
作
り
山
古
墳
に
酷
似
す
る
愛
宕
山
古
墳
の
箱
、
式
石
棺
、

宝
蔵
山
第
四
号
墳
の
壷
棺
や
甕
を
利
用
し
た
円
勲
状
の
棺
、
あ
る
い
は
成
山

第
二
号
墳
の
舶
載
の
飛
禽
文
鏡
な
ど
注
塗
す
べ
き
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
た

の
で
、
こ
こ
で
箇
単
な
紹
介
を
行
な
い
た
い
。

愛
宕
出
古
墳

　
京
都
府
与
謝
郡
癩
餌
隅
群
明
石
表
谷
、
加
脳
尻
谷
の
東
方
丘
陵
（
通
称
愛
宕
肉
）

の
稜
線
上
に
数
基
の
古
墳
が
並
ん
で
い
る
が
、
昭
翻
三
九
年
に
加
悦
町
郷
土

史
会
会
員
が
そ
の
う
ち
の
一
基
の
墳
、
頂
よ
り
土
師
器
五
欄
を
採
集
し
た
事
に

よ
っ
て
、
そ
の
斎
踊
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
た
め
京
都
府
教
育
委
員

会
が
発
掘
調
査
す
る
事
に
な
り
、
昭
和
四
〇
年
八
月
三
日
か
ら
八
月
一
八
日

ま
で
約
二
週
間
実
施
さ
れ
た
。

　
墳
丘
は
、
径
約
二
五
m
、
高
さ
約
三
m
の
円
壌
で
、
耕
作
に
よ
っ
て
削
平

さ
れ
た
平
坦
な
墳
頂
部
に
四
個
の
主
体
部
（
第
一
図
）
が
遺
存
し
て
い
た
。
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第三主体部（左）
第一図　愛宕山古墳
第一主体部（中央） 第二主体部（右）

発
見
の
順
序
に
従
っ
て
番
号
を
付
し
て
呼
ぶ
。

　
第
一
主
体
部
　
第
四
主
体
部
の
南
側
、
第
三
主
体
部
と
第
四
主
体
部
と
の

問
に
あ
り
、
第
三
・
第
四
主
体
部
の
↓
部
を
破
壊
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

長
さ
約
二
・
七
m
、
幅
約
一
・
五
m
の
塀
に
八
枚
の
花
魁
岩
の
板
石
（
側
壁

と
蓋
石
は
各
二
枚
）
で
構
成
さ
れ
た
箱
式
石
棺
を
置
く
。
棺
は
主
軸
を
ほ
ぼ
東

．
西
に
置
き
、
内
法
の
長
さ
約
一
・
五
m
、
幅
二
五
～
三
〇
㎝
、
底
石
は
な
く

厚
さ
約
二
〇
㎝
の
砂
利
を
敷
い
て
い
る
．
棺
の
東
端
近
く
頭
蓋
骨
が
遺
存
し

て
お
り
、
遺
物
は
碧
玉
管
玉
］
、
刀
子
一
が
出
土
し
た
。

　
第
二
主
体
部
　
第
三
主
体
部
の
北
側
に
あ
り
、
主
軸
を
東
西
に
置
い
て
平

行
し
て
い
る
。
長
さ
約
三
・
四
m
、
旧
約
二
m
、
深
さ
約
一
・
二
m
の
壌
に
、

四
壁
と
蓋
石
が
各
一
枚
の
花
南
岩
で
構
成
さ
れ
た
．
箱
式
石
棺
を
置
く
。
棺
の

内
法
の
長
さ
約
一
m
、
幅
約
二
五
㎝
、
高
さ
約
二
〇
㎝
、
底
石
は
な
く
厚
さ

約
二
〇
㎝
の
砂
利
を
敷
き
、
棺
内
に
は
朱
を
塗
布
し
て
い
る
。
更
に
棺
の
東

端
に
は
河
原
石
を
含
む
や
や
不
整
斉
な
石
材
を
用
い
て
狭
い
副
室
を
つ
く
り

付
け
て
い
た
。
側
壁
の
上
面
と
蓋
石
の
間
隙
の
充
填
に
は
粘
土
を
用
い
て
い

る
。
遺
物
は
畿
内
よ
り
刀
子
二
、
鉋
一
が
人
骨
と
共
に
遺
存
し
て
い
た
が
、

副
室
に
は
何
も
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　
第
三
主
体
部
　
中
央
よ
り
や
や
南
よ
り
の
長
さ
約
五
・
五
m
、
幅
約
二
・
三

m
、
深
さ
約
一
m
の
畷
に
主
軸
を
東
西
に
置
く
長
さ
翻
心
・
五
m
、
幅
約
九

〇
㎝
の
組
合
せ
式
木
棺
を
設
置
し
た
も
の
で
、
棺
の
中
央
南
側
に
彷
製
の
内
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行
八
花
文
鏡
（
径
七
．
鷺
㎝
）
一
、
滋
類
（
稀
平
な
ガ
ラ
ス
勾
萱
一
、
碧
薫
管
弔
コ

霊
、
ガ
ラ
ス
小
玉
九
）
、
槙
の
繭
側
よ
り
刀
子
一
が
出
土
し
て
い
る
，

　
第
四
主
体
部
第
二
主
体
都
の
東
側
、
長
さ
約
一
丁
八
m
、
幅
約
一
m
、

深
さ
約
六
〇
c
田
の
横
に
、
長
さ
約
工
・
二
m
、
三
新
峯
○
㎝
の
劇
竹
彫
太
・
轄

を
北
目
五
度
西
に
主
軸
を
麗
い
て
設
置
し
た
も
の
で
、
朱
の
二
二
は
著
し
い

が
遣
物
は
全
く
遺
存
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
四
個
の
主
体
認
の
先
後
闘
係
は
、
鎗
三
主
体
部
が
墳
丘
の
ほ
ぼ
中
央

に
あ
る
事
と
追
蕪
さ
れ
た
主
俸
部
が
先
行
す
る
主
体
部
の
一
角
を
破
壊
し
て

設
け
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
、
第
三
↓
第
二
↓
第
四
↓
第
一
の
顯
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
郷
土
史
会
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
土
師
器
は
五
個
（
壷
一
・

器
台
三
・
高
林
一
）
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
型
で
祭
準
用
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
ど
の
主
体
部
に
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
遺
跡
の
注
摂
す
べ
き
点
は
、
組
舎
せ
式
木
棺
・
麟
竹
形
木
棺
－
・
箱
式

石
棺
の
三
極
類
を
含
む
主
体
部
四
個
が
電
複
し
て
遺
存
、
そ
の
先
後
関
係
が

把
握
さ
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
二
主
体
部
が
作
り
山
古
墳
の
箱
式
篇
棺

に
酷
似
し
て
お
り
、
箱
式
石
縮
と
い
っ
て
も
か
な
り
厚
手
（
二
〇
㎝
以
上
）
の

石
材
を
用
い
て
い
る
点
も
注
週
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
作
り
山
古
墳
と
愛
宕
山

古
墳
第
三
主
体
部
は
共
に
小
型
の
彷
製
鏡
を
出
土
し
て
い
る
。
愛
宕
山
古
墳

と
作
り
山
古
墳
に
加
脱
町
大
師
肉
古
墳
を
加
え
る
と
、
こ
の
種
の
箱
式
石
棺

が
こ
の
加
悦
谷
の
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

獺
坂
野
群
集
墳

　
京
都
府
綾
部
甫
小
呂
驚
細
裂
、
綾
部
市
の
沈
の
丘
陵
地
帯
（
趨
称
田
城
山
）

に
あ
り
、
エ
段
築
成
の
方
墳
で
著
名
な
聖
塚
の
瀟
北
方
に
当
る
。
昭
和
三
九

年
秋
に
桑
圓
に
ず
る
た
め
造
成
工
事
が
行
わ
れ
た
際
に
発
見
さ
れ
、
昭
和
刻

○
年
五
月
ご
一
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
も
と
一
二
基

あ
っ
た
ら
し
い
が
遺
存
し
て
い
た
の
は
七
基
、
調
査
さ
れ
た
の
は
そ
の
中
の

五
基
で
あ
る
。

　
第
三
号
墳
　
径
約
一
瓢
m
、
高
さ
二
二
m
の
門
墳
で
あ
る
。
主
体
部
は
盗

掘
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
主
軸
を
東
瀕
に
鴛
く
鑛
を
寡
ち
、
そ
の

底
に
零
墨
の
割
眉
を
敷
き
、
そ
の
上
に
維
合
せ
式
木
棺
を
縫
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
須
恵
器
一
〇
（
蓋
三
八
・
磁
二
）
が
棺
内
と
棺
外
に
蚤
身
網
遺
写

し
て
い
た
。

　
第
隣
号
墳
　
径
約
～
五
m
、
高
さ
約
二
・
五
m
の
円
墳
で
あ
る
。
主
体
部

は
懸
鯛
あ
り
、
主
軸
を
東
西
に
お
い
て
平
行
す
る
。

　
第
　
主
体
部
　
長
さ
約
三
・
六
m
、
輻
約
一
m
、
深
さ
約
四
〇
㎝
の
職
に

組
合
せ
式
事
構
を
設
合
し
た
と
思
わ
れ
る
。
三
月
よ
り
土
師
器
二
（
嶽
一
・

杯
一
）
、
や
や
西
よ
り
に
養
子
一
、
西
鱗
に
鉄
斧
一
が
出
土
し
て
い
る
。

　
第
工
業
体
部
　
長
さ
約
二
・
三
m
、
輻
約
八
○
㎝
、
深
さ
二
二
㎝
以
上
の

鑛
に
組
合
せ
式
木
棺
を
設
置
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
端
よ
り
鉄
脚
一
五
、
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刀
子
三
、
鋒
一
が
、
西
端
よ
り
鋤
　
が
繊
土
し
て
い
る
α

　
土
師
器
は
い
ず
れ
も
粗
雑
な
つ
く
り
で
胎
土
に
も
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
。

鋤
は
長
さ
一
四
㎝
、
輻
ご
一
㎝
の
U
字
形
の
も
の
で
あ
る
。

　
第
職
七
海
　
群
集
墳
中
も
っ
と
も
低
い
地
点
に
あ
り
、
墳
丘
の
変
化
も
著

し
い
が
、
径
約
一
〇
m
、
高
さ
約
一
m
の
円
墳
で
あ
る
。
主
体
部
は
、
長
さ

約
五
m
、
輻
七
〇
一
八
O
㎝
の
主
軸
を
南
北
に
置
く
城
を
設
け
、
そ
の
底
に

棺
の
安
定
の
た
め
と
思
わ
れ
る
日
石
を
置
き
、
そ
の
上
に
組
合
せ
式
木
棺
を

設
置
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
体
部
中
央
よ
り
須
恵
器
四
（
岨
・
醜
・
壷
）
、

碧
玉
管
玉
一
、
霊
鑑
一
が
出
土
、
封
土
中
よ
り
須
恵
器
の
大
型
の
壷
と
提
瓶

の
破
片
多
数
が
発
見
さ
れ
た
。

　
第
七
号
墳
　
証
約
二
〇
m
、
高
さ
約
一
・
五
m
の
円
墳
で
あ
る
。
主
体
部

は
、
盗
掘
の
た
め
そ
の
薩
半
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
主
軸
を
東
野
に
鷺
く

士
鵬
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
東
端
に
須
、
良
器
の
台
付
萱
｝
が
鐙
か
れ
て
い
た
。

　
第
八
号
墳
　
径
約
工
O
m
、
高
さ
約
一
・
五
m
の
円
壌
で
あ
る
。
葉
西
に

主
軸
を
置
く
、
長
さ
約
一
・
七
m
、
輻
二
一
・
一
m
の
壌
に
、
長
さ
約
一
・

鱈
m
、
幅
出
六
五
㎝
の
組
合
せ
式
木
棺
を
設
蝋
降
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東

端
ち
か
く
か
ら
須
恵
器
の
堆
一
、
鎌
…
五
が
鵬
±
し
て
い
る
。

・
こ
の
田
坂
野
群
集
壌
の
年
代
は
須
恵
器
の
型
式
編
年
に
よ
る
と
六
轍
紀
前

半
と
考
え
ら
れ
る
。
後
期
の
群
集
墳
が
石
室
墳
を
形
成
せ
ず
に
土
万
籏
墓
を
な

し
て
い
る
の
は
、
地
域
的
条
件
を
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
．
．

前
由
山
群
集
墳

　
京
都
府
綾
都
南
小
西
晦
中
山
、
古
同
さ
が
一
〇
～
一
五
m
ほ
ど
の
低
い
独
立

丘
陵
（
通
称
前
田
山
）
上
に
あ
る
六
基
の
古
墳
で
あ
る
が
、
農
業
構
造
改
善
事

業
に
よ
る
破
壊
の
た
め
、
昭
和
四
〇
年
八
月
一
七
日
か
ら
九
月
三
田
ま
で
喜

前
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　
封
土
が
ほ
と
ん
ど
流
失
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
稜
線
に
沿
っ
て
ト
レ
ン
チ

を
掘
っ
て
主
体
部
を
確
認
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
第
一
号
墳
　
東
西
に
主
軸
を
置
く
長
さ
約
一
・
五
m
、
輻
約
六
〇
㎝
の
土

塘
墓
で
あ
る
。
鉄
鎌
二
が
繊
土
し
て
い
る
。

　
筆
叩
二
号
墳
　
南
北
に
主
脚
鞍
を
澱
く
、
長
さ
一
｝
霜
月
m
、
輻
約
七
〇
㎝
の
白

猿
墓
で
、
棺
の
両
端
に
木
口
板
を
支
え
る
様
に
こ
ぶ
し
大
の
割
石
が
諮
め
こ

ん
で
あ
っ
た
。
遺
物
と
し
て
は
、
U
宇
形
の
鋤
一
の
外
に
鉄
鑑
や
孟
子
が
出

土
し
た
。

　
第
三
号
墳
．
南
北
に
主
軸
を
既
く
、
長
さ
約
三
m
、
槻
弓
七
〇
c
無
の
土
籏

墓
で
、
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器
二
（
壷
）
、
須
恵
器
四
（
杯
）
が
出
土
し
て

い
る
。第

四
号
墳
南
北
に
主
軸
を
書
く
、
長
さ
約
三
m
、
蠣
約
七
〇
㎝
の
黙
考

墓
で
、
北
端
・
，
踊
り
須
恵
器
五
（
提
瓶
…
．
杯
四
）
が
出
土
し
て
い
る
。

　
第
五
号
墳
　
こ
の
古
填
の
み
は
、
封
土
が
辛
う
じ
て
山
尚
さ
約
…
m
蹴
旭
存
し
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京都府北部における最近の古墳発掘調査（堤・吉ホ）

て
お
り
、
そ
の
中
に
主
軸
を
と
も
に
南
北
に
驚
き
平
行
す
る
主
体
部
が
二
簡

発
見
さ
れ
た
。

　
策
主
体
部
　
西
主
体
部
よ
り
約
二
〇
㎝
低
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
先
行
す

る
様
で
あ
る
。
棺
は
割
竹
形
木
棺
ら
し
く
、
棺
底
に
朱
の
痕
跡
が
あ
っ
た
。

遺
物
と
し
て
は
、
須
恵
器
四
（
杯
）
、
剣
形
の
槍
先
、
刀
工
、
鉄
鎌
、
赤
色
ガ

ラ
ス
小
玉
約
六
五
〇
個
が
鵬
熱
し
た
。

　
西
主
体
部
　
第
二
号
墳
と
ほ
ぼ
岡
じ
構
造
で
、
棺
の
両
端
に
割
石
積
み
が

見
ら
れ
る
。
北
端
に
土
師
器
一
（
壷
）
が
出
土
し
た
。

　
大
迫
第
囲
号
墳
　
前
田
山
よ
り
約
二
〇
〇
m
離
れ
た
低
い
．
小
独
立
野
上
の

群
集
墳
で
あ
る
が
、
前
田
山
群
集
墳
に
含
め
て
記
述
す
る
。
も
と
四
壁
あ
っ

た
様
で
あ
る
が
、
遺
存
し
て
い
た
の
は
一
基
に
す
ぎ
な
い
。
約
四
五
度
で
交

叉
す
る
二
基
の
土
城
墓
が
遺
存
し
て
い
た
が
、
頭
側
の
主
体
部
に
棺
底
の
朱

の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
が
、
東
側
の
主
体
部
に
は
そ
れ
さ
え
な
く
、
共
に
遺

物
は
全
く
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　
こ
の
群
集
墳
が
い
ず
れ
も
土
鑛
墓
を
内
蔵
す
る
小
円
墳
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
点
は
、
田
坂
野
群
集
墳
に
近
い
性
格
が
考
え
ら
れ
、
京
都
府
北
部

に
お
け
る
後
期
古
墳
の
地
域
的
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
田
山
第

一　

?
墳
と
第
五
号
墳
西
主
体
都
の
棺
の
両
端
に
小
口
板
を
支
え
る
様
に
割
石

が
詰
め
こ
ま
れ
て
い
た
事
は
、
粘
土
榔
に
内
蔵
さ
れ
た
割
竹
形
木
棺
の
両
端

に
粘
土
を
詰
め
る
と
い
う
手
法
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
遺
物
と
し
て

は
、
径
一
～
二
㎜
の
極
め
イ
、
微
細
な
赤
色
ガ
ラ
ス
小
薫
が
注
旦
蔑
し
よ
う
。

年
代
を
示
す
も
の
と
し
て
、
須
恵
器
の
杯
の
型
式
は
七
世
紀
に
下
ろ
様
に
思

わ
れ
る
。

成
山
古
墳
群

　
京
都
府
綾
部
市
小
西
町
巾
－
山
、
簡
田
出
に
傭
幌
く
丘
陵
の
稜
娘
津
上
に
三
基
あ

る
が
、
　
一
基
は
保
存
が
決
定
、
調
査
し
た
の
は
二
二
で
あ
る
。
前
田
山
と
同

じ
農
業
溝
造
改
善
事
業
に
よ
る
耳
翼
の
事
前
調
査
で
、
昭
和
四
〇
年
・
五
月
二

六
欝
か
ら
六
月
～
○
鐸
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

　
第
二
号
墳
　
径
約
手
〇
m
の
円
墳
で
、
南
側
に
は
深
さ
約
三
〇
㎝
の
濠
の

痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
主
体
部
は
、
長
さ
瓢
丁
六
m
、
旛
六
〇
㎝
の
調
竹
形

木
棺
を
設
置
し
た
土
鑛
藻
で
、
遺
物
と
し
て
家
、
飛
禽
文
鏡
一
と
紺
色
ガ
ラ

ス
小
玉
約
二
〇
〇
個
が
出
土
し
た
。

　
第
黒
号
墳
　
一
辺
約
二
〇
㎜
の
方
墳
で
、
二
燗
の
主
体
部
が
認
め
ら
れ
た
。

　
鱗
夘
一
主
体
部
　
　
富
以
叩
蟹
江
幅
主
軸
渉
」
遣
く
、
　
属
ハ
さ
約
ご
一
・
論
ハ
m
、
　
蟹
田
約
昭
七
〇
㎝

の
土
塀
墓
で
、
組
合
せ
式
木
棺
を
設
偏
し
た
も
の
ら
し
い
。
中
央
に
土
師
器

の
壷
の
破
片
が
遺
果
し
て
い
た
。

　
第
二
主
体
部
　
第
…
主
体
部
の
西
側
、
長
さ
約
二
m
、
纏
…
約
マ
六
m
の
城

の
中
に
、
窮
一
瞬
体
部
よ
り
約
六
〇
㎝
下
に
小
礫
を
敷
き
、
そ
の
上
に
土
師
器

の
壷
を
齪
き
、
周
闘
を
灰
白
色
粘
土
で
巻
き
、
そ
の
上
に
こ
ぶ
し
大
の
礫
を
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第二主体部第二図　成山第三号墳

敷
き
な
ら
べ

た
遺
構
（
第

二
図
）
が
発

見
さ
れ
た
。

壷
は
古
同
さ
春

風
〇
㎝
、
古

径
約
五
五
c
m

の
大
型
で
、

大
ぎ
く
外
反

す
る
口
縁
部

は
贈
り
出
し

て
、
頸
部
と

は
段
を
な
し

て
明
瞭
な
稜

線
を
つ
く
っ

て
い
る
が
、

そ
の
段
の
所

に
竹
管
文
を

め
ぐ
ら
し
て

い
る
。
旧
約

九
㎝
の
狭
い
平
底
に
は
径
約
五
㎝
の
焼
成
前
穿
孔
が
見
ら
れ
る
。
や
や
長
手

の
球
形
の
腹
部
に
は
刷
毛
目
が
見
ら
れ
る
が
、
口
縁
部
や
頸
部
は
な
で
ら
れ

て
い
る
。
色
調
は
や
や
赤
味
を
お
び
た
明
る
い
黄
白
色
を
呈
す
る
。
こ
の
大

型
の
壺
四
個
を
含
む
六
個
の
壷
が
す
べ
て
横
位
で
東
西
の
方
向
に
並
ん
で
出

土
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
成
山
群
集
墳
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
ま
ず
遺
構
と
し
て
は
第
三
号

　　．卿　N
．sH　　tre　．一’T　Tr　一

叢
礁
．

’
蒙

．
凄
黛
潮

飛禽文鏡第三図　成山第二号墳

　■、L．肱一．馳．蹴．　榊・
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墳
・
第
二
煮
体
部
の
壷
棺
で
あ
ろ
う
。
古
い
型
式
の
土
師
器
の
壷
が
横
位
に

並
既
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
宝
蔵
山
四
号
墳
と
共
に
古
墳
時
代
の
土
器
使

用
の
棺
の
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
遺
物
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
飛
禽
文
鏡
（
第
三
図
）
が
あ
る
。
楽

浪
郡
よ
り
数
点
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
と
趣
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、

一
段
高
い
外
区
は
素
縁
と
な
り
、
鋸
歯
文
帯
、
銘
帯
を
経
て
尊
皇
と
な
る
。

銘
帯
は
磨
滅
し
て
不
明
で
あ
る
。
内
区
は
鉦
を
胴
部
の
中
央
に
置
き
翼
を
ひ

ろ
げ
て
飛
翔
す
る
一
羽
を
蓑
現
し
た
も
の
で
、
径
九
∴
二
㎝
の
舶
載
鏡
で
あ

る
σ

宝
蔵
由
古
墳
群

　
癌
知
山
南
宇
晶
閃
園
に
あ
る
標
高
五
六
m
の
耗
馬
上
に
東
戴
に
照
基
の
古
墳

が
並
ん
で
お
り
、
東
よ
り
番
号
を
付
し
て
呼
ぶ
。
至
言
山
陰
線
複
線
化
工
事

の
土
取
り
の
た
め
破
壊
さ
れ
る
事
と
な
り
、
昭
和
四
〇
年
・
十
二
月
九
日
か
ら

十
二
月
二
九
日
ま
で
調
査
さ
れ
た
。

　
第
｛
号
墳
　
径
約
一
五
m
の
円
墳
に
二
個
の
主
体
部
が
遺
存
し
て
い
た
。

　
第
一
主
体
部
　
長
さ
約
黛
・
庶
m
、
径
約
五
〇
㎝
の
割
竹
形
木
棺
を
有
す

る
、
長
さ
約
蘇
・
九
m
、
輻
巻
斗
・
五
m
、
深
…
さ
約
一
m
の
土
臓
纂
。
縮
…
外

に
鉄
鐡
蓋
、
刀
二
の
出
土
を
見
た
。

　
第
二
主
体
部
　
長
さ
約
一
・
一
㎜
、
粋
狂
瀧
○
㎝
の
艦
合
せ
式
木
棺
で
、

土
師
器
の
破
鯵
が
繍
醒
し
た
。

　
第
二
号
墳
　
径
約
一
五
m
の
円
墳
に
三
個
の
主
体
部
が
遺
存
し
て
い
た
。

　
第
一
主
体
部
　
長
さ
酒
害
m
、
幅
約
一
・
一
m
、
深
さ
約
四
〇
c
m
の
壌
の

底
に
砂
利
を
敷
き
、
そ
の
上
に
長
さ
約
二
m
、
誓
約
七
〇
㎝
の
朱
の
痕
跡
を

有
す
る
紺
合
せ
式
木
棺
を
設
置
し
た
も
の
ら
し
い
。
遺
物
は
淡
青
色
ガ
ラ
ス

玉
が
約
二
五
〇
個
出
土
し
て
い
る
。

　
第
二
主
体
部
　
第
一
主
体
部
と
ほ
と
ん
ど
隣
じ
遺
構
で
、
土
師
器
の
破
片

が
多
数
撫
擬
し
て
い
る
。

　
第
三
・
王
体
部
　
長
さ
約
四
m
、
輻
約
一
・
五
m
、
深
さ
約
四
〇
㎝
の
鑛
の

底
に
礫
を
敷
き
、
長
さ
約
四
m
、
輻
約
八
○
㎝
の
組
含
せ
式
木
櫨
を
設
麗
し

た
も
の
ら
し
く
、
遺
物
は
刀
一
、
剣
一
、
鉄
一
六
を
鵠
土
し
て
い
る
。

　
第
三
号
墳
　
径
約
一
五
m
の
円
墳
で
、
主
体
都
は
二
個
確
認
さ
れ
て
い
る
。

と
も
に
継
含
せ
式
木
棺
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
第
一
主
体
部
よ
り
は
弓
形
の
槍

先
、
第
二
主
体
部
よ
り
は
土
師
器
の
破
片
を
出
土
し
て
い
る
。

　
第
囚
号
墳
　
径
約
四
〇
m
の
円
墳
で
、
六
個
の
主
体
部
が
確
認
さ
れ
た
も

つ
と
も
注
記
す
べ
き
黙
黙
で
あ
る
。

　
塘
属
土
体
部
　
長
さ
約
三
m
、
幅
約
一
・
五
㎜
、
深
さ
約
四
〇
㎝
の
塘
　
に
、

長
さ
約
二
・
五
m
、
幅
約
五
〇
㎝
の
組
合
せ
式
木
棺
を
設
置
し
た
も
の
ら
し

く
、
鉄
鍬
三
が
出
土
し
て
い
る
。

　
第
二
主
体
部
　
大
型
の
壷
の
口
に
板
石
を
当
て
置
網
を
石
塊
で
潤
ん
だ
壷
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‘
旨
．
計
疑
塾
5
．
　
　
．
註
壽
綬

刷
毛
目
が
見
ら
れ
る
が
、
口
縁
部
と
頸
部
は
な
で
ら
れ
て
い
る
。

玉
管
玉
一
が
出
土
し
て
い
る
。

　
第
三
主
体
部
　
内
法
の
長
さ
約
六
〇
c
皿
、
幅
約
二
〇
㎝
、
高
さ
約
三
五
㎝

の
箱
式
石
棺
（
第
五
図
）
で
、
四
壁
は
各
一
枚
の
板
石
よ
り
な
り
、
黒
石
は

横
方
向
に
架
し
た
二
枚
が
残
っ
て
い
る
が
、
他
は
失
な
わ
れ
て
い
る
。

　
第
四
主
体
部
　
全
長
約
二
・
三
m
、
径
軽
羅
〇
㎝
の
円
筒
状
の
甕
利
用
の

特
殊
な
棺
で
、
三
個
の
甕
を
連
続
し
て
一
棺
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

棺
（
第
四
図
）
で
あ
る
。

壷
は
、
高
さ
約
六
〇
㎝
、

口
鼠
径
約
三
五
㎝
。
張

り
出
し
た
口
縁
部
は
軽

い
内
反
り
を
持
っ
て
七

㎝
ほ
ど
垂
直
に
立
ち
あ

が
り
、
突
酔
冊
を
へ
だ
て

・
て
く
び
れ
る
頸
部
に
は

平
行
斜
線
が
綾
杉
文
を

構
成
し
て
い
る
。
口
縁
・

頸
・
腹
の
各
部
が
明
瞭

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

腹
部
は
長
手
の
球
形
で

　
　
　
　
　
遺
物
は
碧

胴
部
は
甕
の
底
部
を

取
り
去
っ
た
円
筒
状

の
も
の
で
　
　
そ
の

両
端
に
発
を
各
一
個

当
て
が
っ
て
蓋
と
し

て
い
る
。
全
体
を
う

す
く
粘
土
で
巻
い
て

い
る
が
接
ぎ
目
は
特

に
厚
く
、
周
辺
に
は

他
の
土
師
器
の
破
片

で
覆
う
て
補
強
し
て

い
る
。
こ
の
棺
を
収

め
た
墳
は
、
長
さ
約

三
・
五
m
、
一
書
一
・

五
m
で
あ
っ
た
。

　
第
五
主
体
部
　
大

型
の
壷
の
口
を
口
縁

部
を
取
り
去
っ
た
他

の
壷
で
覆
う
様
に
し

て
塞
い
だ
壷
棺
で
あ

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　ぶミ　　リ三把コぶ

　　　第五図　宝蔵山第四号墳
第三主体部（右）　窮六主体部（左）
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る
。
棺
身
の
壷
は
、
高
さ
約
四
五
㎝
の
大
き
く
張
り
出
し
た
」
口
縁
部
が
明
瞭

な
稜
線
を
経
て
く
び
れ
、
ほ
ぼ
球
形
の
腹
部
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

　
第
六
主
体
趨
　
大
型
の
壷
の
口
を
二
偲
の
小
型
の
壷
で
塞
い
だ
壷
棺
（
第

五
麟
）
で
あ
る
。
棺
身
の
壷
は
、
高
さ
約
八
○
㎝
、
腹
径
約
六
三
㎝
、
口
照

臨
約
四
〇
㎝
で
、
そ
の
口
縁
部
に
挿
入
さ
れ
た
壼
は
、
大
き
く
外
反
し
垂
直

の
頸
部
に
段
を
な
し
て
続
く
口
縁
部
と
球
形
の
腹
懸
を
持
つ
も
の
で
、
高
さ

約
三
七
㎝
、
腹
径
約
三
〇
㎝
を
数
え
る
。
そ
し
て
そ
の
藏
を
取
り
表
っ
て
、

そ
の
口
縁
部
に
更
に
第
三
の
壷
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ラ
ッ
パ
状
に

大
き
く
開
い
た
口
縁
部
が
、
く
の
粒
状
に
球
形
の
腹
部
に
連
続
す
る
小
型
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
個
の
壷
が
重
複
す
る
総
身
の
口
縁
部
の
下
方
を
河
原

石
で
さ
さ
え
て
い
る
。

　
こ
の
古
墳
群
に
お
い
て
、
組
合
せ
貯
木
椿
を
内
蔵
す
る
土
曜
墓
が
多
い
点

は
、
京
都
府
北
部
に
共
通
す
る
地
域
的
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
四
号
墳
は
、
六
欄
の
主
体
都
が
土
鑛
墓
・
箱
式
石
棺
・
壷
棺
・
甕
薄
粥
の

円
筒
状
の
棺
の
四
種
を
含
ん
で
一
群
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
点
が
確
確
に

値
す
る
。
こ
の
古
墳
に
の
み
土
器
利
用
の
棺
の
遺
構
が
集
中
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
瞬
じ
壷
棺
で
も
、
第
二
主
体
部
は
口
に
板
石
を
当
て
、
第
五

主
体
部
は
他
の
壷
で
口
を
覆
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
第
六
主
体
都
は
口
縁
部

の
中
に
小
型
の
壷
を
二
個
挿
入
し
て
塞
い
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
様

縮
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
四
号
墳
以
外
で
発
晃
さ
れ
る
土
師
器
が
比
較
酌
小
型
で
、
煮
沸
に
用
い
た

煤
の
附
着
が
認
め
ら
れ
る
甕
を
含
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
棺
身
に
用
い
ら

れ
た
壷
は
い
ず
れ
も
大
型
で
口
縁
部
の
誇
張
さ
れ
た
型
式
で
あ
る
点
が
対
照

的
で
あ
る
。

　
一
般
に
円
筒
棺
は
檀
と
し
て
製
作
さ
れ
た
盗
難
円
箭
棺
と
円
筒
埴
輪
・
形

象
壇
輪
を
転
用
し
た
埴
輪
棺
が
存
在
し
て
壌
輪
と
の
関
連
が
強
い
性
格
を
持

つ
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
実
用
の
麗
を
転
用
、
し
か
も
下
書

棺
の
様
に
連
続
せ
し
め
て
円
筒
状
の
棺
を
形
成
し
て
い
る
点
は
、
ま
だ
他
に

そ
の
例
を
聞
か
ぬ
遺
構
で
あ
る
。
し
か
し
粘
土
で
被
覆
し
て
い
た
点
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
や
は
り
壇
輪
棺
に
近
い
性
格
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
六
主
体
の
口
縁
中
に
挿
入
さ
れ
た
壷
の
型
式
は
、
奈
良
県
桜
井
茶
臼
山

古
墳
・
京
都
府
西
山
第
四
号
墳
・
岡
山
県
金
蔵
山
古
墳
な
ど
の
臨
土
塁
に
共

通
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
四
号
墳
の
築
造
年
代
が
か
な
り
古
い
時
期
に
さ

か
の
ぼ
る
可
能
性
の
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
、
追
葬
を
含
め
る
と
、

そ
の
年
代
に
か
な
り
大
き
な
鶴
の
あ
る
事
は
当
然
予
想
さ
れ
る
所
で
あ
ろ
う
。

　
遺
跡
の
す
ぐ
近
く
に
、
土
師
と
い
う
地
名
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な

土
器
を
棺
と
し
て
利
用
し
た
一
墳
多
事
の
遺
跡
は
、
土
器
製
作
集
繍
の
居
住

す
る
地
域
の
特
殊
鋳
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（堤

{
難
俊
1
1
京
蔀
大
掌
大
学
院
学
生
）
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